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令和７年度事業計画 

 

Ⅰ はじめに 

１ 法人の概況 

   当事業団は、平成２３年１０月３日に（財）桐生市体育協会、（財）桐生市市民文化 

  事業団、（財）桐生市施設管理協会の３財団が合併し、その後、平成２５年４月１日に 

公益財団法人として認定されました。 

事業団の目的は、スポーツや文化、遊園地などの事業を通じて、市民の健康と体力 

の向上、文化の振興やコミュニティの醸成を図り、地域社会の発展と豊かな市民生活 

の形成に寄与することであります。このため、各市有施設の管理はもとより、スポー 

ツでは競技スポーツや地域スポーツの振興を図り、文化では芸術文化に触れあう機会 

の提供を行っており、また、遊園地においては、健全な遊び場や情操を育む場の提供 

を実践しております。 

  現在では、法人として組織の更なる充実を図り、なお一層の労務管理や会計経理の 

一元化の推進に努める中、公の施設を預かる指定管理者として、長年培ってきた技術 

と専門的知識を最大限に活かしながら、利用者の視点に立った管理運営を行っており 

ます。さらに多様な市民要望に応えるため、日々サービスの質的向上に努めておりま 

す。そして、公益事業の担い手として自立的かつ透明性を高め、組織の経営基盤の強 

化に取り組んでおります。 

 

 

２ 基本方針    

令和７年度事業の基本方針については、桐生市が目指す将来都市像である「感性育 

  み未来織りなす 粋なまち桐生」の実現と桐生ならではの地方創生に向け、スポーツ

や文化、遊園地などの事業を通じて市民の健康と体力の向上、そして文化の振興やコ

ミュニティの醸成を図るために、各部門と連携しながら、事業団として担うべき独創

的かつ効果的な事業の実施を目指してまいります。 

また、事業団が指定管理者として管理している各施設等においては、今後も引き続  

  き公共性を確保し、安全かつ効率的な運営を図るとともに、利用者や来場者に「夢と

感動、また喜びとやすらぎ」を提供できるよう趣向を凝らした自主事業を展開してま

いります。 

 

 （１）基本方針に基づく施策の方向性 

   ア 市有施設の効果的な有効活用 

       スポーツ・文化・遊園地等の管理については、公共性を確保し、安全かつ 

      効率的な運営を図るとともに、より親しみの持てる施設の管理と人の出会い、 

      ふれあいと交流の場を提供します。 

   イ スポーツ・文化・コミュニティの推進 

       いつでも、どこでも、誰でも楽しめるスポーツの推進と健全な青少年の育 
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成、さらには個性豊かな市民文化と特色ある地域文化を創造するとともに、 

コミュニティの醸成を図ります。 

   ウ 魅力的な事業の実施と情報の発信 

   「夢と感動、また喜びとやすらぎ」を提供できるよう、趣向を凝らした自 

主事業を展開するとともに、各施設で行われる事業の魅力を継続的に発信し、 

さらなる事業拡大を図り、施設の利活用向上に努めます。 

   エ 安定的な運営のための事業の実施 

   公益法人として「公益の増進」を図り、安定的な運営を行うために、公共 

性と公益性に基づいた事業を継続的に推進するとともに、魅力ある事業を実 

施しながら、積極的に収益確保を図ります。 

   オ 将来に向けた組織運営 

各事業の効率化や法人管理部門の組織強化を図りながら、持続可能な財政 

      運営を目指すとともに、広い視野と柔軟な発想を身につけ、さらには自分で 

考え、自分で行動できる自律した職員の育成を図り、職員全員参加による事 

業団運営ができる組織づくりに取り組みます。 

   カ 企業間連携（事業者間連携）による新たな事業、サービスの展開 

       スポーツ・文化・コミュニティのさらなる推進を図るため、企業間連携（事 

業者間連携）によって経営資源の不足を補い、当事業団の強みにさらに磨き 

をかけ、新たな事業・サービスの展開や経営効率の向上等につなげ、持続可 

能な事業団運営を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 
 

Ⅱ 事業計画 

 

１ スポーツ事業運営方針 

スポーツ施設が「いつでも、どこでも、だれでも楽しめるスポーツ」を推進してい

くという役割を達成するために、市民が安心して利用できるよう管理運営してまいり

ます。また、市民の健康維持や増進を図るため、関係団体等と協力連携しながらスポ

ーツイベントの開催を始め、競技スポーツの推進や生涯スポーツの推進を図ってまい

ります。 

 

（１）桐生市体育施設管理運営事業 

ユニバーサルデザインのもと年齢、性別、ハンディキャップ等による差別的制限

をすることなく平等な利用を確保するとともに、ＳＮＳの活用や意見箱の設置、さ

らにはスポーツ用具の貸出し等の各種サービスを提供して利用率の拡大を図りま

す。 

また、桐生球場を始め、陸上競技場やテニスコートなどの各スポーツ施設は、公

認スポーツ施設管理士により整備点検を実施しながら、施設の機能を維持し、安全

で安心して利用できる施設を提供してまいります。また災害時には、防災活動の拠

点となる施設であるとともに、地域住民の憩いの場となるよう施設づくりに取り組

んでまいります。 

令和６年度に改修工事をしておりました相生テニスコート８面が全天候対応型

の砂入り人工芝コートへ改修され、４月から利用が再開されます。この改修によっ

てテニスコートの利便性が向上することから、今まで開催出来なかった大会等を誘

致するとともに、利用方法等を改善して市民サービスの向上を図り、更なる利用率

の拡大に取り組んでまいります。 

また、令和６年度に整備したＡＩカメラなどの機器を活用した各施設でのライブ

配信事業をＰＲし、利用者サービスの向上に努めてまいります。 

 

ア 体育施設管理運営事業 

N0. 事 業 名 対 象 ・ 内 容 

1 利用促進事業 
SNSの活用、意見箱、スポーツ用具の貸し出し等の各種サー

ビスを提供して利用拡大を図ります。 

2 体育施設調整会議 令和８年度桐生市体育施設の大会等の使用を調整します。 

3 ライブ配信事業 
AIカメラなどのテクノロジーを活用し、試合や練習等のラ

イブ配信を行い利用者サービスの向上を図ります。 

 

イ 研修事業 

N0. 事 業 名 主  催 期 日 会 場 

1 
群馬県体育施設協会 

県内研修会 
(公財)群馬県スポーツ協会 未 定 未 定 
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2 
関東地区体育施設 

研究協議会研修 
(公財)群馬県スポーツ協会 未 定 未 定 

3 公認スポーツ施設管理士 (公財)日本スポーツ施設協会 未 定 未 定 

 

ウ 桐生市体育施設一覧 

N0. 施 設 名 所 在 地 

1 桐生ガススポーツセンター（桐生市民体育館） 桐生市相生町 3-300 

2 小倉クラッチ・スタジアム（桐生球場） 桐生市相生町 3-300 

3 桐生球場附属球場 桐生市相生町 3-300 

4 桐生境野球場 桐生市境野町 7-1813 

5 桐生市民プール 桐生市相生町 3-300 

6 桐生市弓道場 桐生市相生町 3-300 

7 桐生市相撲道場 桐生市相生町 2-487 

8 ユーユー広場 桐生市相生町 3-444 

9 
森エンジニアリング桐生スタジアム 

（桐生市陸上競技場） 
桐生市元宿町 17-33 

10 相生庭球コート 桐生市相生町 3-300 

11 元宿庭球コート 桐生市元宿町 13-43 

12 相川庭球コート 桐生市相生町 3-551 

 

 

（２）スポーツ振興事業 

 スポーツ振興の目的である、市民がスポーツを通じ、身体を動かす楽しみを感じて

もらい、健康で豊かな生活を送ることができるよう、人気の長期プログラムによるス

ポーツ教室の開催を始め、初心者向けのものや小学生を対象としたもの、さらには、

高校生以上を対象としたものなど各種多様な教室を開催するとともに、トレーニング

ルームの更なる利用促進を図りながら、子どもから高齢者まで市民の誰もが、いつで

も、どこでも、気軽にスポーツを楽しむことのできる機会を提供してまいります。 

 また桐生市の推進する「スポーツを活用したまちづくり、ひとづくり」の実現を目

指して、球都桐生プロジェクトや民間企業と連携しながら、スポーツマンシップの考
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え方を普及させるため、「益子直美バレーボールフェスタ」を始め、講演会等の開催

や資格取得のための助成事業などを行い、スポーツマンシッププログラム事業を展開

してまいります。 

 さらに、スポーツを活用したまちづくりの一環として、スポーツを実際に「する」

だけではなく、県内にあるトップレベルのプロスポーツの試合を誘致して観戦するな

どスポーツを「観る」、そして指導者や地域スポーツクラブといったスポーツを「支

える（育てる）」にも着目し、様々な角度から生涯にわたってスポーツに親しむこと

ができる環境の整備も取り組んでまいります。 

 また、今後も少子化が進む中、スポーツ活動に継続して親しむことができる機会を

確保するため、学校部活動の地域移行がスムーズに行われるよう、体育協会をはじめ

地域の各種スポーツ団体等と連携を図りながら、スポーツ活動機会の充実を支援して

まいります。 

 

                       ※スポーツの情報をインスタグラム・Ⅹで 

発信しています。 

 

 

ア スポーツ大会    

 

イ スポーツ教室 

（ア）短期プログラム 

NO. 教 室 名 種 目 対 象 期日 会 場 講 師 

1 
初心者 

グラウンド・ゴルフ 
Gゴルフ 一 般 春季 

森エンジニアリング

桐生スタジアム 
体協加盟団体 

2 
初心者ナイター 

テニス（春季） 
テニス 高校生以上 春季 相生庭球コート 体協加盟団体 

NO. 事 業 名 種 目 区 分 期 日 会 場 

1 
第 45回桐生市 

わんぱく相撲大会 
相 撲 小学生以下 6月 桐生市相撲道場 

2 
第 77回桐生市町内 

対抗軟式野球大会 
野 球 町内対抗 7月～8月 

小倉クラッチ･スタジアム 

桐生球場附属球場 

広沢球場 

3 
第 29回桐生市区対抗 

グラウンド・ゴルフ大会 
Gゴルフ 区対抗 9月 ユーユー広場 

4 
第 32回桐生市区対抗 

ゴルフ大会 
ゴルフ 区対抗 未 定 

桐生カントリーC 

赤城カントリー倶楽部 

5 
第 46回桐生市区対抗 

ソフトボール大会 
ソフトボ－ル 区対抗 10月 

桐生球場附属球場 

市民広場 

6 
第 38回桐生市リレー 

マラソン野球大会 
野 球 各年代 未 定 小倉クラッチ･スタジアム 

7 
第 40回桐生市区対抗 

バレーボール大会 
バレーボール 区対抗 11月 桐生ガススポーツセンター 
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3 
小学生初心者 

ナイター野球 
野 球 小学生低学年 春季 桐生球場附属球場 公認指導員 

4 小学生バレーボール バレーボール 小学生 夏季 
桐生ガス 

スポーツセンター 
未 定 

5 小学生初心者水泳 水 泳 小学生低学年 夏季 桐生市民プール 公認指導者 

6 小学生かけっこ 陸 上 小学生低学年 夏季 
森エンジニアリング

桐生スタジアム 
体協加盟団体 

7 
小学生鉄棒・ 

マット・跳び箱 
器械運動 小学生低学年 夏季 

桐生ガス 

スポーツセンター 
公認指導員 

8 小学生初心者卓球 卓 球 小学生 夏季 
桐生ガス 

スポーツセンター 
体協加盟団体 

9 初心者太極拳 太極拳 一 般 秋季 
桐生ガス 

スポーツセンター 
体協加盟団体 

10 初心者バドミントン ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 小学生以上 秋季 
桐生ガス 

スポーツセンター 
体協加盟団体 

11 
ステップ 

  エクササイズ 
健康運動 一 般 秋季 

桐生ガス 

スポーツセンター 
公認指導者 

12 キッズダンス ダンス 幼児・小学生 冬季 
桐生ガス 

スポーツセンター 
指導員 

13 初心者ゴルフ ゴルフ 一 般 冬季 KRゴルフセンター 体協加盟団体 

 

（イ）長期プログラム 

NO. 教 室 名 種 目 対 象 期日 会 場 講 師 

1 ストレッチポール 健康運動 一 般 年間 
桐生ガス 

スポーツセンター 
公認指導員 

2 ヨ ガ 健康運動 一 般 年間 
桐生ガス 

スポーツセンター 
公認指導者 

3 エアロビクス 健康運動 一 般 年間 
桐生ガス 

スポーツセンター 
公認指導者 

4 ピラティス 健康運動 一 般 年間 
桐生ガス 

スポーツセンター 
公認指導者 

 

ウ トレーニングルーム利用促進事業 

NO. 教 室 名 種 目 対 象 期日 会 場 講 師 

1 初回利用者説明会 
トレーニング 

マシン 
一 般 年間 

桐生ガス 

スポーツセンター 
公認指導員 

2 
中高年 

トレーニング教室 
健康運動 一 般 年間 

桐生ガス 

スポーツセンター 
公認指導者 
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エ スポーツマンシッププログラム事業 

NO. 事 業 名 対 象 期 日 会 場 

1 
スポーツマンシップ 

普及セミナー 
一 般 未 定 

桐生ガス 

スポーツセンター他 

2 
スポーツマンシップ 

資格取得助成 
一 般 未 定 

桐生ガス 

スポーツセンター他 

3 
益子直美 

バレーボールフェスタ 
小・中学生 未 定 

桐生ガス 

スポーツセンター 

 

オ 協同事業 

NO. 事 業 名 種 目 期 日 会 場 

1 
第 77回桐生市民体育大会 

（共催事業） 
34競技 

7月～ 

翌年 3月 
競技別各会場 

2 ニューイヤー駅伝 陸 上 1月 1日 群馬県内 

3 
第72回桐生市堀マラソン大会

（共催事業） 
陸 上 2月 8日 新川公園他 

４ 球都桐生プロジェクト事業 野球他 未 定 桐生球場他 

 

カ その他の事業 

NO. 事 業 名 対 象 期 日 会 場 

1 
桐生市民プール 

市民サンクスデー（無料開放） 
桐生市民 7月 1日 桐生市民プール 

2 
第 40回日立市・桐生市 

スポーツ交流会 
小学生 11月 

森エンジニアリング 

桐生スタジアム 

3 スポーツ指導者研修会 一般指導者 未 定 未 定 

4 スポーツ講演会 一般 2月 
美喜仁桐生文化会館 

小ホール 

5 
スポーツ功労者・ 

優秀地区等表彰式 
受賞者 2月 

美喜仁桐生文化会館 

小ホール 

 

キ 桐生市体育協会及び桐生市スポーツ少年団受託事業 

NO. 事 業 名 対 象 期 日 

1 桐生市体育協会事務事業 体育協会加盟団体等 年 間 

2 桐生市スポーツ少年団事務事業  スポーツ少年団単位団等 年 間 
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２ 文化事業運営方針 

   桐生市市民文化会館は、桐生市が目指す将来都市像の中で、芸術文化活動の拠点の 

一つとして位置づけられており、心豊かなまちづくりを目指し、芸術文化活動の推進、 

市民の芸術・文化の振興を図ることが掲げられております。また、「桐生市市民文化会 

館の設置及び管理に関する条例」では、芸術文化の振興と市民文化活動の奨励、援助 

及び市民が触れ合う交流の場として、潤いや活気あるまちづくりに寄与することを目 

的としております。事業団では、これらの目的達成のために文化会館の効率的な管理 

運営事業を始め各種の魅力ある文化振興事業を展開し、地域の潤いとまちの活性化を 

図ってまいります。 

また、平成９年度より当会館の管理運営を受託して以来、２７年間の管理実績を活 

かすとともに、令和７年度は、桐生市の指定管理者として、第６期目の２年目となり 

ますので、引き続き指定管理業務の一層の充実と利用者サービスの向上を目標に、安 

全・安心な管理運営と快適な施設環境の提供に努めてまいります。 

 

 （１）桐生市市民文化会館管理運営事業 

施設の受付や各種事業運営の打合せなど、窓口応対や電話応対が会館のイメージ      

を大きく左右します。そのため、職員各々が施設の顔であること、施設の代表であ 

ることの自覚を持ち続け、利用者の視点による利用者に寄り添った、親切で丁寧な 

窓口応対に努めます。 

会館の貸室業務においては、利用しやすい施設を目指し、シルクホールと小ホー 

ルの利用の際には、舞台技術と経験を併せ持つ専門性の高い職員を配置し、舞台運 

営を充実させて利用者サービスの向上に努めます。スカイホールや会議室の利用に 

おいても、様々な広さの貸室を持つ強みを活かし、会議・講演会・研修会・パーテ 

ィーなどの利用者の多様な要望に対し、柔軟な対応に努めます。 

 また、高校生の職場体験や小学生の校外学習等を積極的に受け入れ、会館運営に 

ついて理解を深めてもらう機会を増やし、次代を担う世代も含めた多くの市民から 

親しみやすい会館を目指した運営に努めます。 

なお、開館以来２７年が経過し、施設、設備共に老朽化が進んでいますが、利用 

者の安全の確保及び施設の使用に支障をきたさないように対応することを最優先と 

し、職員による日常点検と専門業者による保守点検を徹底し、安全・安心な会館運 

営に努めます。 

  

ア 主な管理運営事業 

N0. 事 業 名 対 象 期 日 内容等 

1 会議研修室等利用事前打合せ 利用者 通 年 
会議室等の利用イメージ提案

ほか 

2 ホール利用時の舞台運営支援 主催者 通 年 
シルクホール・小ホールの運営

支援と舞台演出 

3 
会館利用者の増加に繋げる 

取組み 
利用者 通 年 

大口利用者（企業や各高校な

ど）への会館利用誘致・PR 
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4 桐生市観光案内 来館者 通 年 市内及び近郊の観光案内 

5 市民文化会館施設見学受入れ 一 般 随 時 施設の案内等 

6 職場体験等受入れ 
中・高校生

ほか 
随 時 運営や舞台設営等の体験学習 

7 避難訓練  年 2回 各種災害を想定した避難訓練 

8 各種のチケット販売 一 般 通 年 
当館及び他館の公演チケット

販売 

9 各種公演情報の提供 一 般 通 年 
自主公演及び他館公演の 

チラシ配布 

10 映画撮影等の協力  通 年 館内等での撮影協力 

11 
群馬県及び桐生市主催の 

イベント協力 
主催者 随 時 

当館を利用しての大規模 

イベントの協力 

12 
ともに紡ぐ 

シルクプロジェクト 
来館者  

当館と繋ぐ市内飲食店 

活性化・応援 

13 キッチンカープロジェクト 来館者ほか 通 年 来館者の利便性向上 

14 テロ対処訓練  年１回 官民連携によるテロ対処訓練 

 

 

 （２）文化振興事業 

鑑賞の機会を数多く提供し、地域住民が１回でも多くその魅力を感じていただけ 

るよう努力するとともに、ジャンルを問わず舞台芸術を楽しむ土壌を醸成し、地域 

住民の余暇の楽しみの一つとして受け入れられるよう各種事業を展開いたします。 

また、ランチタイムに約１時間、５００円という内容でお届けするワンコインコン 

サートは、まさに少子高齢化が進む桐生市の情景を反映し、市民のライフワークの 

一部となるよう展開し、また、平日に開催することで、比較的空きがある平日のシル 

クホールの稼働率アップを図り、同時に来館者の増加に繋がるよう取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 ※公演情報を、インスタグラム・Ⅹで発信しています。 
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ア 鑑賞事業の推進 

N0. 事 業 名 会 場 開催日 

１ ワンコインコンサート シルクホール 5月 

2 
ワンコインコンサート バランゴマ 

（アフリカ音楽） 
シルクホール 7月 26日 

3 
ワンコインコンサート サックスカルテット 

（Adam） 
シルクホール 9月 23日 

4 県民音楽のひろば 群響クラシックスペシャル シルクホール 9月 

5 
ワンコインコンサート ウクレレ 

（rena） 
シルクホール 11月 15日 

6 ワンコインコンサート シルクホール 
2026年 

1月 

7 きりふ寄席 小ホール 
2026年 

1月 

8 今井俊輔バリトン・コンサート 小ホール 
2026年 

1月 

9 大蔵流狂言 小ホール 調整中 

10 OYA-G ROCKER 2026 小ホール 
2026年 

2月  

11 ワンコインコンサート シルクホール 
2026年 

3月 

12 アトリウムコンサート 6回程度 アトリウム 調整中 

 

 

イ 芸術文化普及啓発 

N0. 事 業 名 会 場 開催日 

1 金管クリニック  調整中 

2 講師派遣事業（音楽） ６回程度 各小学校 調整中 

3 講師派遣事業（狂言） ６回程度 各小学校 調整中 

4 講師派遣事業（落語） ６回程度 各小学校 調整中 
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ウ 積極的な共催事業と市民活動支援事業の推進 

 （ア）鑑賞団体や音楽事業者等との共催 

N0. 事業名 「共催者名」 会 場 開催日 

1 モーニング娘コンサート「（株）桐生音協」 シルクホール 4月 19日 

2 細坪基佳コンサート「（株）桐生音協」 小ホール 4月 26日 

3 歌声カルテット 「（株）マイソング」 小ホール 6月 9日 

4 林部智史コンサート 「（株）桐生音協」 シルクホール 6月 28日 

5 近藤真彦コンサート 「（株）桐生音協」 シルクホール 11月 16日 

6 ROCKERS 2025 「（株）エフエム群馬」 小ホール 11月 30日 

7 南こうせつコンサート 「（株）桐生音協」 シルクホール 
2026年 

1月 18日 

8 民間音楽事業者との共催（3事業） 調整中 調整中 

9 移動大川美術館展 「（公財）大川美術館」 展示室 調整中 

 

 

 （イ）市民団体との共催 

N0. 事業名 「共催者名」 会 場 開催日 

1 
第 56回 市民コンサート 

「市民コンサート実行委員会」 
小ホール 6月 4日 

2 
第 57回 市民コンサート 

「市民コンサート実行委員会」 
小ホール 8月 

3 
第 58回 市民コンサート 

「市民コンサート実行委員会」 
小ホール 

2026年 

2月 

4 
るうふ倶楽部 映画鑑賞事業（年 2回） 

「桐生市市民文化会館友の会るうふ倶楽部」 
シルクホール 調整中 

 

エ その他 

（ア）舞台運営 

舞台運営については、利用者の希望に沿える舞台を利用者とともに作り上げてい 

くことが重要であることから、職員の舞台運営に関する専門知識や、舞台技術の向 

上を目指します。また、規模の大きいイベント開催時などは、専門的な舞台技術ス 

タッフが在籍している民間業者と連携し、一緒に舞台を作り上げ、年々進化している 

舞台機材などの技術的な情報や知識を共有し、舞台運営の向上に努めます。 
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（イ）研修 

舞台技術に関する専門的な知識の習得、また公演や作品等の企画・制作、資金の 

   獲得などのアートマネジメントの役割を担う人材の育成等に努めます。 

 

N0. 研 修 名 研 修 概 要 開催日 

1 自主事業研修 
優れた自主事業を企画運営する能力の養成を図るため

の研修 
未 定 

2 舞台技術研修 
劇場・音楽堂の職員を対象として、舞台技術に関する専

門的な知識を習得する研修 
未 定 

3 
アートマネジメント 

研修 

劇場・音楽堂等の職員を対象として、アートマネジメン

ト及び舞台技術に関する専門的な知識を習得し、地域の

文化芸術の振興と劇場・音楽堂等の活性化に資する研修 

未 定 

その他、（公社）全国公立文化施設協会による各種オンラインセミナー 

 ・劇場、音楽堂等による共生社会実現のための研修（障害者差別解消法と合理的配慮など） 

 ・劇場、音楽堂等 各種契約実務の基礎知識（公演委託契約、スタッフ業務委託契約など） 
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３ 遊園地事業運営方針 

桐生が岡遊園地は、令和６年度より指定管理期間５年間の指定を受け、令和７年度 

は２年目を迎えます。遊園地が幼児からお年寄りまでが安全に安心して楽しめる公共 

施設として、設置目的の「子供たちの情操を豊かに育む健全な遊び場」を提供し、四 

季折々を感じ、自然と触れ合える人々の憩いの場となることを目標に、全職員がお客 

様目線で業務を遂行します。遊器具の運営管理においては、何よりも安全性が厳しく 

要求されます。職員は、お客様の命を預かり、夢を与える重大で責任ある仕事である 

ことを自覚して業務にあたります。 

また、お客様の安全を第一に考え、園内や園外を適宜巡回や巡視をすることで、不 

具合箇所の早期発見、早期対応による事故等の未然防止に努め、お客様への周知、誘 

導等を徹底してまいります。 

平成元年度より桐生が岡遊園地の運営管理を受託して以来３６年間の実績と経験値 

を十分に活かして、安全運行に努めるとともに、職員一人ひとりがマナー向上に努め、 

お客様の立場に立った誠意ある接客を行い、お客様に安全に安心して楽しんでいただ 

く施設の提供を共通認識とし、責任と自覚を持ち、より一層の資質向上に努めます。 

 

（１）桐生が岡遊園地管理運営事業 

ア 遊器具運行の実施体制 

遊器具の適切な運行管理を行うために、明確な実施体制を整えて全ての職員 

     と関係者が連携を取りながら、円滑な管理運営と各自の役割分担を良く理解し、 

     責任を持って業務を遂行します。 

（ア）運営担当 

運行管理者として、遊器具係の配置を含めて、遊器具の運行を総括し、利用 

者等の安全管理に総括的な責任を担います。遊器具運行の管理責任を強く自覚 

し安全第一に努め、遊器具係に対し園内での事故防止に対する問題意識を高揚 

させることや遊器具の保安対策の向上に努めるよう適切な指導を行います。ま 

た、遊器具の運行状態等を把握するために定期的な巡回を実施したうえ、遊器 

具ごとに運行日誌を備え、点検及び試運転等の結果、運転頻度その他運行管理 

上必要な事項を記載して保存します。 

（イ）遊器具係 

運転者として、遊器具の運転または操作を直接行うとともに、利用者の安全 

を直接的に担います。運営担当から受けた指示・命令を遵守し、常時コミュニ 

ケーションを取って、報告・連絡を適切に行います。担当の遊器具の日常業務 

では、「運転管理基本マニュアル」・「運行管理規定」に則り、始業点検及び試運 

転を行い、営業運転中においても、異常のないことを確認し、運営担当へ報告 

をします。また、営業運転終了後には、最終確認を行うとともに、終業点検を 

行い、運営担当へ報告をします。 

 

イ 点検計画 

施設・設備共に老朽化が進んでいることから故障や事故等を未然に防ぐ「予 

防保全」を重視し、職員による日常点検と外部事業者による法律に則った法定 

点検及び保守点検を計画的に実施します。 
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遊器具名 形状等 点検内容 

ミニレール 
軌道延長 300ｍ 

36人乗り 

日常点検（始業前・始業後・その他） 

法定点検 1回・保守点検年 3回 

アドベンチャーシップ 
高さ 13.54ｍ 

40人乗り 

日常点検（始業前・始業後・その他） 

法定点検 1回・保守点検年 3回 

スカイヘリ 
回転直径 15m 

32人乗り 

日常点検（始業前・始業後・その他） 

法定点検 1回・保守点検年 3回 

ウォーター・ 

シューティング・ライド 

舞台外径 14m 

28人乗り 

日常点検（始業前・始業後・その他） 

保守点検年 4回 

メリーゴーランド 
回転直径 14.6m 

38人乗り 

日常点検（始業前・始業後・その他） 

法定点検 1回・保守点検年 2回 

観覧車 
回転外径 10m 

48人乗り 

日常点検（始業前・始業後・その他） 

法定点検 1回・保守点検年 3回 

サイクルモノレール 
軌道延長 240m 

2人乗り 12台 

日常点検（始業前・始業後・その他） 

法定点検 1回・保守点検年 3回 

カード迷路ぐるり森大冒険 
幅 8.9m・高 2.4m 

奥行 6.2m 
日常点検（始業前・始業後・その他） 

※探傷検査予定：ミニレール令和 8年度実施・サイクルモノレール令和 10年度実施 

 

ウ 広報活動 

多くの媒体を活用して、より範囲の広い利用者層や異なる方面への情報発信  

     を行い、多くの方に桐生が岡遊園地を周知し、興味を持っていただきます。 

・パンフレットの作成 

・市内公共的施設及び学校団体等への案内 

・自主事業の広報きりゅう及び報道各社への掲載の依頼 

・取材や撮影の積極的な協力 

・近隣施設との連携による広報 

・他事業部との共有チラシ 

・ＷＥＢサイト等ＳＮＳの活用 

 

エ その他 

（ア）非常時訓練 

消防避難訓練のほか、大規模停電が起きた場合に備えた非常時の訓練を実施 

します。遊園地には非常用自動発電設備がないため停電が起こった場合には遊 

器具が停止してしまいます。中でも高架で動く観覧車・ミニレールではお客様 

を高所に取り残す事態も想定されることから、非常用発電機を使用した停電訓 

練を実施して、非常時のスムーズで迅速な救助の実現に備えます。 

（イ）職員研修 

各職員が独自の努力と各種の研修により、職員としての資質を向上させ、魅 

力ある各施設の実現に向け、職員研修の充実を図ります。 
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N0. 研 修 名 主 催 

1 遊戯施設の運行管理者・運転者講習会 
一般社団法人日本アミュ－ズメント 

産業協会 

2 救急講習 桐生消防本部 

3 刈払機取扱作業者講習 群馬県労働局の登録機関 

4 伐木等の業務等（チェンソー）講習 群馬県労働局の登録機関 

5 熱中症予防教育（オンライン） 東京都労働局の登録機関 

 

（２）自主事業 

桐生が岡遊園地における自主事業の実施方針については、桐生が岡遊園地の設置目

的であります「児童に健全な遊び場を与え、児童の健康を増進し情操を豊かにする」

を果たすことを大きな目的ととらえ、遊園地の賑わいを創出し多種多彩なイベントを

実施することで、多様なニーズに応え、遊園地の利用価値の拡大と利用者満足度の向

上、利用者増を目指してイベントを実施してまいります。 

また、本年度より、それぞれ独立して行っていた各イベントや飾りつけ等の演出を 

季節等のテーマごとにまとめ、シリーズイベント制の導入を試みます。これにより、

単発で実施していた各イベントが強いテーマを持ち、相乗効果により遊園地の雰囲気

を盛り上げ、注目度を高めることで集客につなげてまいります。 

そのほか、市内外を問わず各種団体等と連携し、来園者の利便性を図る目的で販売 

   等を行うとともに、市内観光の活性化につなげ、桐生市の発展に寄与してまいりま 

す。 

 

ア 自主事業な主なもの 

（ア）生きたパフォーマンスにふれる事業 ～子どもの感性を刺激し情操を豊かにする～ 

N0. 自主事業名 実施予定 対象 事業内容 

1 大道芸人たけちゃん 随時 来園者 大道芸人によるパフォーマンス 

2 大道芸人 JT 随時 来園者 大道芸人によるパフォーマンス 

3 パフォーマーYAMATO 随時 来園者 大道芸人によるパフォーマンス 

4 ヨーヨーパフォーマーNiA 随時 来園者 
ヨーヨーパフォーマーによる 

パフォーマンス 

5 レインボーレッド・ヒデ 随時 来園者 
大道芸人による変面パフォーマン

ス 

6 
よさこいダンス 

パフォーマンス 
春季 来園者 

千紫万紅のよさこいダンスパフォ

ーマンス 
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7 YJCダンススタジオ 
春季 

秋季 
来園者 

YJCダンススタジオによる 

ダンスパフォーマンス 

8 ウィンドアンサンブル吹鳴 秋季 来園者 
ウィンドアンサンブル吹鳴による 

吹奏楽公演 

 

（イ）活動発表・挑戦の場としての事業 ～子供たちに活動の成果を試す場を提供する～ 

N0. 自主事業名 実施予定 対象 事業内容 

1 
高校生による吹奏楽、 

ダンス等の発表 
通年 来園者 部活動の発表を兼ねたイベント 

2 
地域のダンスチーム等 

による発表 
通年 来園者 

地域で活動するダンスや音楽の団

体によるパフォーマンス 

 

（ウ）体験しながら学び楽しむ事業  

～子どもの好奇心を刺激し、挑戦や創作意欲を掻き立て情操を豊かにする～ 

N0. 自主事業名 実施予定 対象 事業内容 

1 電気安全出張相談所 6月 来園者 
関東電気保安協会による電気安全

教室 

2 カブトムシとふれあおう！ 7月 来園者 
特設テント内に放したカブト虫を

自由に触れるふれあい体験 

3 カブトムシを育ててみよう 11月 
事前 

申込 
カブトムシの幼虫の育て方講習 

4 
大道芸人たけちゃんの 

大道芸にチャレンジ 
2月 

来園者 

当日申込 大道芸の体験 

5 一日スタッフ体験 3月 
事前 

申込 

遊器具運転補助やイベント実施な

ど遊園地の仕事体験 

6 職場体験受入れ 随時 希望者 
中学生等を対象に職場体験を受け

入れ 

 

（エ）地域への愛着を育む事業  

～年中行事や地域の風習の体験を通して季節を感じ地域を愛する心を育む～ 

N0. 自主事業名 実施予定 対象 事業内容 

1 
キノピーからの 

風船プレゼント 

春季 

秋季 
来園者 

キノピーからキノピー柄入り遊園

地オリジナル風船をプレゼント 

2 
入学おめでとう  

新一年生いらっしゃい 
4月 来園者 

新一年生を対象にオリジナルグッ

ズプレゼントとガラポン抽選会を

実施 

3 桐生八木節公演 夏季 来園者 八木節チームによる八木節実演 

4 
みんなで創って楽しむ 

七夕まつり 
7～8月 来園者 

園内に来園者や保育園幼稚園園児

の作った七夕飾りを飾る 
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5 
65歳以上のみなさん 

いらっしゃい 
9月 来園者 

敬老の日にちなみ 65 歳以上の来園

者を対象に粗品プレゼントとガラ

ポン抽選会を実施 

6 
ハロウィン先取り 

お菓子プレゼント 
10月 来園者 

仮装した職員のいる遊器具に乗っ

た高校生以下の方にお菓子プレゼ

ント 

7 群馬県民の日イベント 10月 28日 来園者 
のりもの回数券購入で「あたり」が

出たらお菓子をプレゼント 

8 
吾妻山登山競走に出場した

ら遊園地へ行こう 
12月 

吾妻山 

登山競走

出場者 

吾妻山登山競走出場者にプレゼン

ト 

9 遊園地で年賀状を作ろう 12月 来園者 

遊園地で記念撮影をして年賀はが

きを作成し、その場でポスト投函す

る 

10 
親子でクリスマスリース 

づくり教室 
12月 

事前 

申込 
親子でクリスマスリースをつくる 

11 クリスマスプレゼント 12月 来園者 
のりもの回数券購入で「あたり」が

出たらお菓子をプレゼント 

12 お年玉プレゼント 1月 来園者 
のりもの回数券購入で「あたり」が

出たらお菓子をプレゼント 

13 
とらのすけから 

お年玉をもらおう 
1月 来園者 

とらのすけからお菓子をプレゼン

ト 

14 
20歳のみなさん 

いらっしゃい 
1月 来園者 

成人の日にちなみ来園した 20 歳の

方に遊園地オリジナルグッズをプ

レゼント 

15 
ワン太＆とらのすけの 

福まき 
2月 来園者 

節分に合わせ、キャラクターが豆や

お菓子の福まき 

16 
堀マラ走ったら 

     遊園地へ行こう 
2月 

堀マラ

参加者 

堀マラソン大会参加者にプレゼン

ト 

17 
バレンタイン 

チョコレートプレゼント 
2月 来園者 

のりもの回数券購入で「あたり」が

出たらチョコレートをプレゼント 

18 ひなまつり甘酒サービス 2～3月 来園者 先着で甘酒の無料サービス 

19 ひなまつりプレゼント 3月 来園者 
のりもの回数券購入で「あたり」が

出たらお菓子をプレゼント 

20 
ホワイトデー 

お菓子プレゼント 
3月 来園者 

のりもの回数券購入で「あたり」が

出たらお菓子をプレゼント 

21 
季節による 

園内の飾り付け演出 
通年 来園者 

ハロウィン、クリスマス、お正月な

どの季節の飾り付け 
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（オ）遊園地の新たな楽しみを提供する事業  

～遊器具を楽しむだけにとどまらない新たな楽しみを創造する～ 

N0. 自主事業名 実施予定 対象 事業内容 

1 
ゴールデンウィーク 

ウェルカムまつり 
5月 来園者 

かき氷などの特別販売 

ミニ鯉のぼりのプレゼント 

2 
アドベンチャー号の 

スプラッシュタイム 
7～8月 来園者 

アドベンチャーシップにミストを

吹きかけ、スリルと涼しさを体験 

3 夏休みお楽しみ抽選会 7～8月 来園者 
遊器具を利用した方に、様々な景品

が当たる抽選会を実施 

4 こども縁日 8月 来園者 

かき氷等の販売、輪投げ、ヨーヨー

釣りなど縁日の雰囲気で賑わいを

演出 

5 キリコス in桐生が岡遊園地 
春季 

秋季 

事前 

申込 

ポップカルチャー「コスプレ」の祭

典 

6 
とらのすけと 

じゃんけんポン！ 
秋季 来園者 

とらのすけとじゃんけんをして勝

った子どもにお菓子をプレゼント 

7 冬休みクイズラリー 12～1月 来園者 

遊器具に乗ってクイズカードを集

めてチャレンジでお菓子をプレゼ

ント 

8 
とらのすけとサイコロ 

ころりん 
冬季 来園者 

とらのすけとサイコロを転がして、

出た目の数だけお菓子をプレゼン

ト 

9 きりゅうがおかピック 2月 来園 

射的、玉入れ等の種目に挑戦し、総

合得点で金メダルや賞品をプレゼ

ント 

10 
さくら開花日 

ピッタリあてクイズ 
2～3月 来園者 

園内のさくら開花日を当てた方に

抽選でのりもの券をプレゼント 

11 映画等の撮影協力 通年   

 

（カ）サービスの向上・満足度向上を図る事業  

～便益施設や利用者特典を設けサービス向上を図る～ 

N0. 自主事業名 実施予定 対象 事業内容 

1 
カブトムシのサナギ 

プレゼント 
春季 

事前 

申込 

夏休みに向けて、子どもたちにカブ

トムシのサナギをプレゼント 

2 
遊園地オリジナル 

うちわプレゼント 
7月 来園者 

観覧車に乗った小学生以下のお子

様にオリジナルうちわのプレゼン

ト 

3 新春甘酒無料サービス 1月 来園者 先着で甘酒の無料サービス 

4 春のわくわくプレゼント 3月 来園者 
乗り物回数券購入で「あたり」が出

たらお菓子をプレゼント 
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5 売店・食堂の管理運営 通年 来園者 

来園者の利便性を考慮した便益施

設：中央売店（桐生飲食店組合）・食

堂（桐生再生桐生）の管理運営 

6 キッチンカーの配置 通年 来園者 

キッチンカー（桐生・みどりキッチ

ンカー協会）での飲食物販売でサー

ビス拡充 

7 クレーンゲーム機の管理運営 通年 来園者 
クレーンゲーム機を設置し、来園者

の満足度を拡充 

8 
インスタグラム 

フォトコンテスト 
随時 

インスタ

グラムフ

ォロワー 

遊園地で撮影した写真を投稿して

くれた方の中から優良作品を選定

し選ばれた方にオリジナルグッズ

等プレゼント 
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４ 収益事業運営方針 

  事業団の持続的な運営のため公益の増進を図りつつ、安定的な運営を行っていくた 

め、収益確保の実施に向け、あらゆる方策を模索して積極的に取り組んでまいります。 

 

（１）第一自動車駐車場管理事業 

第一自動車駐車場の管理については、基本は月極駐車場として運営し、安心快適 

   に利用していただけるよう清掃や植栽管理などの環境整備を行い、利用促進と利用 

者の満足度向上に努めてまいります。 

また、観光駐車場等として前年度から運用を開始している１日貸駐車場の運用に 

ついては、利用者ニーズを調査するなどして、時期により臨機応変に対応し、引き 

続き駐車場の有効活用を実施してまいります。 

そして、収益事業として利用者の利便性の向上を図るとともに、公益事業の健全 

   な運営を維持し、補完する事業としての役割を十分に果たせるよう努めてまいりま 

す。 

 

（２）その他収益事業 

   事業団の財政的な基盤強化を図り、さらなる公益事業を推進するなど、安定的な 

  事業運営を図る上でも新たな収益の確保が必要であり、事業団の各種事業において 

も可能な限り、収益増加を見据えた事業に取り組んでまいります。 
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 ５ 法人管理事業運営方針 

   法人管理の総務部門では、年間を通じて会計経理全般の業務、職員の福利厚生及び 

各種会議の開催等の業務を行い、各部門を統括した円滑な法人運営と人事管理に取り 

組んでまいります。 

 

（１）法人運営事業 

公益法人としての組織強化と健全な事業運営に努めるとともに、会計基準に準拠 

した適切な予算執行と適正な会計処理に努め、さらに基本財産等の運用にあたって 

は適正かつ効率的な運用を図り、経営基盤を強化するとともに、各事業部門と協力 

して独自財産の確保に努めます。また、各種法改正に伴う規則等の随時見直しを行 

い、健全な組織運営のための法令整備に努めてまいります。 

 

（２）人事管理事業 

各種の職員研修を通じて、柔軟な発想と行動力のある自律した職員の育成に努め 

てまいります。さらに、職員が自律的、主体的に取り組むセルフマネジメントの意 

識が持てるよう、積極的に職場内研修（OJT）を実施するとともに、人事評価制度 

を試験的に導入して、職員ひとりひとりが自己の成長に繋がるよう取り組んでまい 

ります。また、組織として職員の健康を重要な経営資源と見なし、健康増進事業を 

積極的に取り入れ、組織全体の活力を高め、各部門の生産性の向上や職場環境の改 

善を進め、持続可能な組織の成長を目指してまいります。 

   なお、継続した事業運営において人材の確保は重要であり、組織として事業規模 

を維持していくため、将来に向けての明確なビジョンを持ち、計画的な職員採用を 

進めてまいります。 

 

【職員等研修計画】 

N0. 研 修 名 対象者 実施目的 期 日 

１ 各階層別職員研修 階層別 

 基礎的な事務処理能力を向上させ、

組織における自身の位置づけを認識す

るとともに、当事者意識をもって業務

に取り組む職員を養成する。 

未 定 

２ 管理職研修 管理職 

 管理職として職務上必要な知識を習

得し、組織運営において自らが行動す

るスキルを習得し、管理職に求められ

る自身の役割を理解し、目的意識を持

ち、積極的に行動できる管理職を育成

する。 

未 定 

３ オンライン研修 全職員 

 時代の変化や利用者ニーズを的確に

把握し、各業務において必要な知識を

取得し、自ら考えて行動し続ける職員

を育成する。 

随 時 
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４ ハラスメント研修 全職員 

 各種のハラスメントに対する問題意

識を高め、ハラスメント防止のための

組織における対応を確立し、働きやす

い職場の環境整備に努める。 

未 定 

５ メンタルヘルス研修 全職員 

セルフケア研修やラインケア研修を

通じて、メンタルヘルスに対する理解

を深め、働きやすい職場の環境整備に

努める。 

未 定 

 

 


